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  「Repetitions - 反復」
　2020年12月18日（金）-  2021年1月22日（金）

Hans Andersson, 《untitled》, 2020,  Mixed media on found paper, 49.5 × 42 cm

※ 冬季休廊期間：2020年12月28日（月）- 2021年1月7日（木）
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キュレーターより

営業時間：水 -土 11:00-19:00、日 12:00-18:00　定休日：月・火・祝

PRESS RELEASE

本企画展のお問合せは下記までお願いいたします。

歌川広重《名所江戸百景　亀戸梅屋舗》1857、
木版多色刷、大判錦絵、36.8×25.0cm



PRESS RELEASE

  「Repetitions - 反復」
　2020年12月18日（金）-  2021年1月22日（金）

この度 LOKO GALLERY では、2020 年 12 月 18 日から年明けの 1 月 22 日まで「Repetitions - 反復」を開催いたします。本
展はストックホルム在住で、LOKO GALLERY にて 2017 年に個展を開催したアーティスト、ハンス・アンダーソンと、東京
とベルリンを拠点とするディーラー／キュレーターの宮下和秀による共同キュレーション展となります。スウェーデンと日
本の 7 名の作家たちによる、反復／繰り返しの行為をすることによりつくられた作品、あるいは反復そのものが作品となる
作品を展開いたします。
 
ハンス・アンダーソン（1979 ～ ）とイルヴァ・カールグレン（1984 ～ ）は、日本での滞在制作経験があり、日本の生活
に根差した思想は彼らのインスピレーションの源となっています。クリスティーネ ・エドルンド（1963 ～ ）は、絵画、彫刻、
ビデオ、サウンド、楽譜など様々な媒体で表現しますが、今回は植物と人間のコミュニケーションについての映像作品を日
本初発表。ロシア出身で現在スウェーデンに制作の拠点を置くアリナ・チャイデロフ（1984 ～ ）は、個人的な記憶の断片
をを再構成するようにオブジェクトを組み合わせた彫刻作品で参加します。
 
日本からは、コンセプチュアルアートの先駆者として国外で広く知られ、近年国内でも再評価がなされている松澤宥
（1922 ～ 2006）、その独自の抽象表現で孤高の制作活動を続ける村上友晴（1938 ～ ）、西洋絵画の歴史にも影響を与えた浮
世絵師、歌川広重（1797 ～ 1858）という構成で美術史における既存の様式や枠組みを越えた作品群となります。
 
作家たちが瞬間に起こることを留め、反復／繰り返しを内包した作品群をLOKO GALLERYの立体的な空間に配置することで、
会場を満たす様々な周期を感じていただける場になることを期待しております。

協力： 一般財団法人 松澤宥プサイの部屋（長野）、横田滋ギャラリー（東京）、ギャラリー シュタインズランドベルリナー（ストックホルム）、ギャラリー フォースブロム（ストックホルム）
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